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野生ゼンマイ 131 個体の葉の放射性セシウム濃度 

清野嘉之・小松雅史・赤間亮夫・松浦俊也（森林総研）・広井勝（郡山女子大）・岩谷宗彦・二元隆

（日特振） 

野生山菜は採取地が広域に散在することから、出荷制限解除の方法も広域を単位とする必要がある。しかし、

野生山菜の放射性セシウム濃度のバラツキや経年的トレンド、それらに影響する条件についての調査例は少なく、

出荷制限解除の準備に利用できる情報は限られている。そこで、野生ゼンマイについて、2015 年夏に郡山市内

100 か所で葉を採取し、うち 20 か所でリターと土壌を採取した。検証用に市内の別の 31 か所で葉を採取した。

放射性セシウムの沈着量や地形、ゼンマイの成長の季節性等の条件を考慮して葉の放射性セシウム濃度のバラツ

キを算出し検証した。また、出荷制限解除を目的とする検体採取の負担軽減化のための手法を試作した。
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